
　このコーナー、演劇やダンスにまつわる

ことを綴るページであるけれど、今日は、

美術の話題から、“次なるアートステージ”

について思いを馳せてみようと思う。

　私が八戸に来て、文化政策に携わってま

る6年。南郷アートプロジェクトは過疎地

域の優良事例ということで総務大臣賞を、

はっちは地域の文化環境の創造に功績が

あった文化施設ということで地域創造大賞

（総務大臣賞）を、八戸工場大学も、産業観

光まちづくり大賞で特別賞を受賞と、この6

年間に八戸市で文化政策として取り組んで

きた事業は、おかげさまで一定の評価を得

ることができた。見た目でパッとわかる成

果こそ少ないかもしれないが、携わる私た

ちとしては、八戸のアートシーンに関わる

人たちの層がじんわりと厚く広くなってい

る手ごたえを感じている。

　そんなタイミングで、新美術館の建て替

え！　八戸のアートシーンを次なるステー

ジへと引き上げる絶好のトピックスである。

すでにアートの実践を６，７年重ねており、

ソフトのストックの上にハードを考えると

いうラッキーな状況である。設計は、2月末

の公開審査会で、西澤徹夫建築事務所・タ

カバンスタジオ設計共同体に決まった。

　そんな中、この美術館最後の展覧会「虹の

上をとぶ船」が開催され、宮崎駿監督のジブ

リ映画「魔女の宅急便」に登場する絵画のモ

チーフとなった大型版画が展示されると

あって多くの人が訪れた。浜で生きるとい

うことに対する痛いほどまっすぐなまなざ

しや、指導にあたった坂本先生の熱心さ、

また八戸というまちが持つ生活文化、鑑賞

者自身の人生経験や知識も重なって作品の

深みが増し、大きな感動を得た人も多かっ

たのではないだろうか。

　これらの版画は、1956年から1970年代

に制作されたものだ。八戸の中学生たちが

美術教育活動の中で生みだしてきた白黒の

世界。その絵には、個人名すらない。私たち

八戸人にとって価値ある作品とは何なのだ

ろうかと考えさせられる。

　決して著名な美術作品だけに価値がある

のではない。本当に美しいものは何か、価

値あるものはなにか、その受容と解釈、価

値付けは、私たちの文化的経験や教育がは

ぐくむものでもある。次なる美術館は、アー

トエデュケーション、ラーニング、といっ

たことが柱になる。まさに、示唆的な、最後

の展覧会であった。

　演劇人も、音楽ファンも、文化は疎いと

思っているあなたにも、八戸地域の我々に

は必ず関係する美術館として、生まれ変わ

るはず。開館予定は平成32年度末。新しい

美術館で逢いましょう。

あっちこっちシアターインフォ
文／大澤苑美（八戸市芸術環境創造専門員）

新美術館で逢いましょう、
次なるステージへ

筆者近況
先日、創造的過疎で知られる徳島県神山町から、
NPO法人グリーンバレーの大南信也さんをお迎
えしてシンポジウムを開催。Just do it!! の精神に
勇気付けられました。

演劇
空間 スペースベン
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FANS
【ＦＡＮＳ予定】 第1209～1212回　※入場無料
「だべり場 2017.4」の開催予定ですが、詳細はホームページで
確認するか、お問合せください。※特別番組以外 金曜日は19時30分～、土曜日は14時～、

　料金は一般前売400円／高校生以下100円（当日100円増）
※チケットはスペースベンにて販売。スペースベンの上演内
　容は、　ホームページまたはメールマガジンでご確認下さい

～ 演 劇 好 き の た め の 、演 劇 の 場 ～

公演情報配信ご希望の方は、owner@spaceben.com 宛にメールを
お送りください。

多目的スペース「SpaceBEN」にて、毎週金曜
日の夜7時30分から約30分の芝居やダンスや
ライブを楽しむ企画です。

WHAT’ S
“FANS” ?

大地球芸能祭り
～落語を始めて50年
落語人生50年。ありがたくて涙が
出る…。マジックあり、コントあり、
南部手踊りあり、かっぽれあり、そ
してもちろん落語あり。大地球とそ
の仲間の魅力満載です！　【日
時】4月8日（土）18:00開場、
18:30開演　【場所】八戸市公
会堂文化ホール　【料金】2,000
円　【問合せ】（株）アート＆コミュ
ニティ ☎0178-45-1511

Project．NITORO（仮）
劇団ユニット「Project.Nitoro（仮）」
の旗揚げ公演です。お見知りおき下
さい。　【日時】4月9日（日）14:00開
演、18:00開演　【場所】八戸ポータ
ルミュージアム はっち2F シアター2
【料金】一般前売900円、当日1,000
円／学生500円　【問合せ】☎090-
7799-1357（江渡）

八戸高専演劇部
自主公演
【日時】4月16日（日）13:30開演　
【場所】八戸市公会堂文化ホール
　【料金】無料　【問合せ】八戸高
専演劇部 ☎0178-27-7260

八戸市立湊中学校養護学級生徒共同制作 
「星空をペガサスと牛が飛んでいく」『虹の上をとぶ船 総集編Ⅱ』より　1976（昭和51）年


